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宇宙葬の歴史

宇宙葬は、アメリカ・セレスティス社によってそのサー

ビスが開発され、1997年4月21日に第1回目の打ち上げ

が実施されました。場所はカナリア諸島の基地から、空中

発射型衛星ロケット・ペガサスでの打ち上げでした。その

中にはあのスタートレックの原作者も含まれていて、世界

的にも大きな話題となりま

した。その後、第2回目の打

ち上げが1998年2月10日

に行われ、この時には日本

からの申し込み第1号となる

男性の遺骨も搭載されまし

た。場所は今回と同じヴァ

ンデンバーグ基地から、や

はり同じ型の衛星ロケッ

ト・トーラスによる打ち上

げでした。このころになる

と日本でも「宇宙葬」に対

するマスコミの報道が増え

始め、問い合わせや申し込みの数が次第に増えてきました。

それを受けて、第3回目の準備が着々と進められ、当初の打

ち上げ予定は1999年初夏と設定されました。衛星の打ち

上げは、万全の体制を取る必要があることから、しばしば

そのスケジュールが変更となります。今回も、打ち上げ基

地の改修工事の遅れや、搭載する2機の人工衛星のチェック

が遅れるなど、何度かスケジュールが変更され、現時点で

の第3回目打ち上げ日程は、1999年12月20日に実施され

る予定です。

宇宙葬セレモニーの内容

今回の打ち上げには地上発射型衛星ロケット・トーラス

が使われますが、このタイプの場合、その発射風景を安全

な場所から見守ることが出来ます。そのため、多くの遺族

や友人の方が立ち会いに参加する予定です。それにあわせ

て打ち上げ前後に、衛星ロケットの発射台などの施設を見

学するファミリー・ツアーや故人を偲ぶメモリアルセレモ

ニー、そして残った遺骨をカリフォルニアの海へ散骨する

クルーズなど、様々な催しが用意されています。
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今年の12月20日月曜日、第3回目の「宇宙葬Earthview」の打ち
上げが、アメリカ・カリフォルニア州にあるヴァンデンバーグ空軍
基地より行われます。今回は、日本から10名の方の申し込みがあ
り、その遺骨を入れたカプセルが地上発射型衛星ロケット・トーラ
スに搭載され、宇宙へと旅立ちます。




